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第３回「新居浜市上下水道事業運営審議会」会議記録 
 

 

日  時  令和６年１月１９日（金）10：00～10：55 

場  所  消防防災合同庁舎 ４階 入札室 

出 席 者  羽鳥 剛史  委員 

坂上 公三  委員 

      飯尾 和之  委員 

      宮川 まゆみ 委員 

      田那部 三枝 委員 

      米今 美智恵 委員 

八山 博幸  委員      （7 名） 

欠席者   藤田 武   委員      （3 名） 

尾崎 恵   委員 

田村 昭一  委員 

市出席者  神野上下水道局⾧ 

小島上下水道局総括次⾧兼企画経営課⾧ 

玉井上下水道局次⾧兼下水道課⾧ 清水水道課⾧ 神野施設管理課⾧ 

事 務 局  横山副課⾧ 石川副課⾧ 髙橋係⾧ 神野副主査 大西主任 

傍 聴 者  なし 

 

〇内 容 

   （１）会⾧挨拶 

   （２）審議 

     ・新居浜市水道事業経営戦略案について 

・新居浜市公共下水道事業経営案について 

 

 

 

 

【事務局より冒頭説明】 

  ・新居浜市審議会等の公開に関する要綱第 3 条により審議会の内容は原則公開 
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  ・審議会条例により、「審議会は委員の過半数が出席しなければ開くことが出来 

ない」とされているが、本日の審議会は委員総数 10 名に対し、欠席 3 名、 

出席 7 名であるため成立している旨の報告 

 

【会⾧挨拶】 

前回の審議では「経営戦略」の改定に向けて、今後の経営見通しや経営改善に向け

た取組みなどについて事務局からの説明を受け、その後に委員の皆さんからご意見や

ご質問をいただきながら、審議を進めました。今回は、それぞれの経営戦略案につい

てご審議いただきたいと思います。 

 

【審議】 

事務局より新居浜市水道事業経営戦略案について配布資料をもとに説明。 

 

（質疑・意見 新居浜市水道事業経営戦略案について） 

           

会⾧ 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今の説明につきまして、質問及びコメントや感想でも構いませ

んのでいかがでしょうか。 

 

公共下水道事業については、令和 8 年度に既存の国庫補助がなくな

り、ウォーターＰＰＰなどに取り組むことが補助要件となるとのこと

であったと思うが、水道事業も同様に「ウォーターＰＰＰ」に取り組

むことによって、補助金を受けることができるのか。 

 

 来年度から、水道事業の所管が厚生労働省から国土交通省へ移管さ

れ、公共下水道と同じ部署が所管することになっている。 

 ウォーターＰＰＰは公共下水道中心に検討を進めているが、上水道

事業についても、バンドリングという形でいっしょに検討している。 

 上水道事業の補助金がどのようになるかは不透明な状況であるが、

補助金の拡充などがあれば、すぐに対応できるよう、来年度は広く検

討、準備を進めていく。 

 なお、現状の補助制度では、水道料金が一定水準以上高額でないと

対象にならず、水道料金が安価な本市は対象になっていない。 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水道料金が一定水準以上の団体が補助対象というのは、水道管の耐

震化についても同様なのか。 

 

 老朽管を耐震管に更新する事業についても、一定水準以上、経営が

厳しい団体が対象というのは同様である。 

 

 具体的な条件（基準）は。 

 

 資本単価が９０円/㎥以上の団体が対象である。ちなみに本市は５５

円/㎥から６０円/㎥程度である。 

 

 補助対象となる条件は、他にもあるのか。 

 

 給水収益に対して企業債残高が一定水準以上あるという条件もあ

るが、料金改定によって給水収益の増加したことにより、本市はこち

らの条件からも外れてきている。 

 

 先ほどの説明の中で、熊本市の基幹管路の耐震化率が平成２７年当

時で７２．３％と非常に高い率であるが、何か特別な取り組みをされ

ているのか。 

 あわせて、本市の令和１５年度の基幹管路の耐震化の目標値が５５．

０％以上と、熊本市よりかなり低い数値となっているが妥当なのか。 

 

 熊本市の耐震化率が非常に高かったことは承知しているが、詳細に

ついては承知していない。積極的に取り組んでこられた結果だと思う。 

 経営戦略における耐震化率の目標値については、令和４年度の実績

値（配水池 71.4％、基幹管路 41.9％）に対して令和１５年度の目標値

（配水池 90.0％以上、基幹管路 55.0％以上）を設定しているが、既存

の施設を補強することで耐震化を進める配水池に比べ、地中に埋設さ

れている管を耐震管に入れ替える工事を必要とする基幹管路の耐震 

 



4 
 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会⾧ 

 

 

 

化は埋設されている場所によって施工がかなり困難な場所もあり、 

このような見込みになっている。 

 

 熊本市の基幹管路の耐震化率（72.3％）に本市の耐震化率を近づけ

るためには、何年くらいかかるのか。 

 

 具体的なに何年かかるとは申し上げられないが、１０年かけて４１．

９％から５５．０％へ１３．１％アップを目指すことから、７２．３％

にアップさせるにはかなりの年数がかかると思う。 

 

 耐震化を進めるうえで、病院などの重要施設へのルートを優先して

整備するということも大切だと思うが。 

 

 整備を進める優先順位については、病院などの重要施設を優先して

整備することとしている。 

 

 見直しの案については、反対意見もありませんので、この内容で進

めていただければと思います。 

 

 

 

【審議】 

事務局より新居浜市公共下水道事業経営案について配布資料をもとに説明。 

 

（質疑・意見 新居浜市公共下水道事業経営案について） 

 

会⾧ 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 ただ今の説明について、質問でも感想でも構いませんので、いかが

でしょうか。 

 

 耐震化の推進について、数値目標は設定していないのか。 

 

 数値目標は必要と考えているので、この経営戦略の中で数値目標を 
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会⾧ 

 

 

設定できるよう検討を進めていく。 

 

見直しの案については、反対意見もありませんので、この内容で進

めていただければと思います。 

 

 

 

【今後の計画策定までの予定と令和６年度の審議会について】 

〇計画案について： 

令和６年２月１５日から令和６年３月１５日までの間パブリックコメントを 

実施。 

※ご意見の内容とその対応については、委員の皆様には郵送にてお知らせさ 

せていただくとともに、経営戦略の完成版についてもあわせて郵送。 

〇令和６年度の審議会について： 

水道料金の料金体系についてご審議いただく予定。 

※現在の予定では令和６年７月頃を予定。 

 

【会⾧挨拶】 

ありがとうございました。本日の議題は以上になります。 

 本日はご審議どうもありがとうございました。 


